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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

自然環境の保全・環境美化の推進

「いざ里山」市民活動支援事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

その他

平成 年度～28

⑥3-

補助金交付件数 件

里山・保全活動面積 ｈａ

令和 年度（ 年度決算分）4 3

H31 R2 R3 R4

H31 R2 R3 R4

R4R3R2H31

　居住地近くで、従来、生活の一部として利用されていた里山を保全するとともに、市民が身近な自然を見直すきっかけづくり
のため、地域住民等が行う里山の保全活動を支援する。
・参加団体（～Ｈ２６年度）
　　１日山　２堂山　３勝賀山　４浄願寺山　５石清尾山　６由良山　７久米山　８薬師山　９タカト山　１０上佐山　１１ま
ぐさ山　１２荒神林

地域住民、ボランティア団体、ＮＰＯ及び企業等が行う里山の保全活動への支援

里山の整備保全面積

支援事業を通じて、里山が身近なものとなり、里山の整備、保全が図れる。

・参加団体（Ｈ２７年度～）

目標数どおりの団体に参加いただき、その活
動支援事業を通じて里山の保全・整備が図ら
れ、周辺住民にとって自然にふれあう機会が
増えた。

令和 年度5

R4

R4

R4

年度4

％100.0

点35

平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（予算）4

2,243 1,910 1,710 1,810

725 414 200 300

1,518 1,496 1,510 1,510

Ａ 継続

生活の一部として利用されていた里山を保全する地域住民等の活動に対し補助し、身近な自然を見直し守る活動を継続している。
　補助額　２００千円（１団体）

今後とも活動団体の積極的な参加を募り、里山の保全の推進を図っていく。

8 4.7 1.2 1.2 4.7

1.24.77.3

6 3 1 1 3

　　１１まぐさ山　１２荒神林の山　１３いわわれの石の山　１４天神山　（Ｈ２８年度～）１５竜権さんの山　１６秀峰勝賀
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安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

自然環境の保全・環境美化の推進

環境美化推進事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

平成 年度～28

③インフラ・施設等整備

環境美化都市推進会議補助金交付件数 件

高松クリーンデーでの回収ごみの重量 トン

高松クリーンデー参加者数 人

令和 年度（ 年度決算分）4 3

H31 R2 R3 R4

H31 R2 R3 R4

R4R3R2H31

　「高松クリーンデー“たかまつきれいでー”」、「サンポート高松・中央通り等一斉清掃」および「環境美化推進運動功労者
表彰」等を行う高松市環境美化都市推進会議に対して補助金を交付することにより、自治と連帯の精神に根ざした、清潔で美し
いまちづくり活動の推進を支援。

高松市環境美化都市推進会議と「サンポート高松中央通り等一斉清掃」や「高松クリーンデー“たかまつきれいでー”」の美化

高松市民

「高松クリーンデー“たかまつきれいでー”」、「サンポート高松・中央通り等一斉清掃」等の環境美化活動に参
加することによって、地域愛護や環境美化の意識を持ってもらうとともにポイ捨て禁止の意識啓発を行う。

　３年度の高松クリーンデーにおける回収ご
みの重量は前年度と比べ同程度であったが、
地域における回収ごみの減少から、全体とし
ては前年度を下回った。

　高松クリーンデー（サンポート周辺）の参
加者数は、新型コロナウイルス感染防止のた
め減少したが、月間の地域での参加者数の増
加から、目標を下回ったものの、前年度は上
回っている。

令和 年度5

R4

R4

R4

年度4 活動、美化功労者表彰等を共催し、環境美化に対する意識啓発に努める。

％76.3

％66.5

点23

点26

平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（予算）4

8,780 7,405 7,125 7,093

1,192 671 330 298

7,588 6,734 6,795 6,795

Ｂ 継続

　環境美化都市宣言の精神に基づき、市民、企業、ボランティア、行政の協働により環境美化の事業を実施してきたが、令和３年度限りで補
助金を見直し、今後、市として、効果的な事業の実施を検討する。

　市民、企業、ボランティア、行政の協働による美化活動を促進するとともに、市民をはじめ、各種環境団体の環境美化に対する意識の向上
に応じていく観点から、今後の事業について検討する。
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安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

自然環境の保全・環境美化の推進

衛生組合活動促進事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

自治会，婦人会等

平成 年度～28

地区衛生組合協議会補助金交付件数

衛生組合連合会運営に対する補助件数

件

件

清掃活動（河川清掃等）を実施する地区衛生組合協議会数 協議会

令和 年度（ 年度決算分）4 3

H31 R2 R3 R4

H31 R2 R3 R4

R4R3R2H31

高松市衛生組合連合会の運営等に対して、補助金を交付することで、地域住民の自主的な環境美化活動を支援し、自然環境の保
全・環境美化の推進を図る。
（組織概要）
　同連合会は、環境衛生等に関する自主的実践活動を行う地区衛生組合協議会の連合体。
（活動内容）

高松市衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議会の清掃活動参加者を対象にした保険料及び啓発活動について、補助金を支

衛生組合加入世帯

地域住民が主体となって、生活環境の改善及び環境美化推進を図り、健康で住み良いまちづくりを実現する。

　同連合会は、各地区での清掃活動の推進、環境美化に関する啓発活動など、組合員の自主的な実践活動を通じて、環境美化等

各地区衛生組合協議会のうち、約８割の協議
会で、住民主体の清掃活動が実施されており
、自然環境の保全・環境美化の推進に貢献し
ている。

令和 年度5

R4

R4

R4

年度4 出し、地域住民が主体となった環境美化活動やごみの適正排出等の活動を促進する。

％86.8

点30

平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（予算）4

6,521 5,983 6,215 6,739

3,486 2,242 2,440 2,964

3,035 3,741 3,775 3,775

Ｂ 継続

当事業は、衛生組合連合会の活動を支援するもので、同連合会は、例年と同じく、地域での清掃活動の推進や環境美化の啓発活動等を実施し
ており、多くの地区衛生組合協議会が住民全体の清掃活動を実施するなど、自然環境の保全・環境美化の推進に貢献している。

引き続き、衛生組合連合会の活動を支援し、住民主体の清掃活動等の促進を図ることで、自然環境の保全・環境美化の推進を図る。

44 41 38 38 38

333337

41 40 38 38 38

11111

の推進を図っている。
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

自然環境の保全・環境美化の推進

たかまつマイロード事業

都市整備局

道路管理課

087-839-2515

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

用具の支給等支援回数 回

清掃延長 ｋｍ

令和 年度（ 年度決算分）4 3

H31 R2 R3 R4

H31 R2 R3 R4

R4R3R2H31

　市道において、自発的意思のもとに、清掃等の維持管理を行う自治会などの市が認定した道路愛護団体（認定団体）に対し、
用具の支給、ごみの収集、傷害保険の加入などの支援を行うことにより、環境保全活動を推進するとともに、道路への愛護意識
の高揚を図る。

市が管理する道路の一定区間について、各種団体や市民ボランティアなどの市が認定した道路愛護団体が自発的意思のもとに行

市道

道路の環境美化、道路利用者のマナー向上が図れる。

　令和３年度は、３団体が新たに加入し、２
団体が廃止したことから、団体数は１２７に
増加し、清掃延長は１３８．２ｋｍとなった
。

令和 年度5

R4

R4

R4

年度4 う、清掃・緑化等の維持管理に対し、清掃用具の支給・ごみの収集・傷害保険の加入などを支援する。

％98.7

点34

平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（予算）4

3,195 3,529 3,413 3,837

1,981 2,332 2,205 2,629

1,214 1,197 1,208 1,208

Ａ 継続

昨年度は、３団体が新たに加入し、２団体が廃止したことから、団体数は１２７に増加し、清掃延長は１３８．２ｋｍとなった。

高齢化に伴う認定団体の減少が懸念されるが、引き続き、たかまつマイロードの活動を支援する事業を継続していく。

138 139 140 141 139

138.2137.8139.5

123 126 127 127 123
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【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

環境保全活動の推進

自然環境の保全・環境美化の推進

「ため池守り隊」市民活動支援事業

創造都市推進局

土地改良課

087-839-2433

市

平成 年度～28

補助交付団体数 団体

事業実施箇所数 か所

令和 年度（ 年度決算分）4 3

H31 R2 R3 R4

H31 R2 R3 R4

R4R3R2H31

　用途地域内に点在するため池は、農業用水の水源だけでなく、ため池が創り出す水辺空間が地域住民の憩いの場になっていま
すが、近年、農地の減少や農家の高齢化等により、適正な管理が困難になっているため、ため池管理者のみならず、地域住民も
参加した草刈や清掃活動等、本市のため池の自然環境を守り育むために、ため池の保全活動を支援する。

　ため池管理者だけでなく、地域住民も参加した草刈や清掃活動等の、ため池保全活動を支援する。

　ため池の保全活動を行う市民活動団体

　ため池管理者だけでなく、地域住民等も参加した保全活動に支援することにより、ため池の自然環境を守る。

　事業着手翌年度以降は交付額を漸減するこ
とから参加団体数あたりの費用的効果は向上
しており、参加団体の自立が成されつつある
。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、参加団体及び実施個所が減少した。

令和 年度5

R4

R4

R4

年度4
　１７ため池

％64.7

点22

平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（予算）4

3,836 3,595 3,615 4,065

1,560 1,350 1,350 1,800

2,276 2,245 2,265 2,265

Ｂ 継続

　実施ため池箇所数については、昨年と同様であるが、同事業に対する市民の関心が高まっており、今後、参加団体は増加するものと推測し
ている。

　重要な地域資源であるため池の自然環境を保全するため、市民活動団体が行う活動に対して、活動費の一部を助成をすることは必要である
。
　また、２年目以降の制度運用として自主自立的に活動が実施できるような制度を構築している。
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